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CTA(Cherenkov Telescope Array)計画は北・南半球の両サイトに合計約 100台の望遠鏡を建設し、20GeV–
100TeV以上のガンマ線を従来よりも 10倍高い感度で全天観測する、29カ国参加の国際共同プロジェクトであ
る。CTA-Japanは大口径望遠鏡 (LST)の開発に大きく貢献しており、その中で我々のグループは LST焦点面カ
メラに搭載する、光検出器からの信号波形を読み出す回路基板の開発・試験を行っている。チェレンコフ望遠鏡
はガンマ線が大気に入射した際に形成される空気シャワーを大気チェレンコフ光で撮像する。しかし LSTが感度
を持つ数十GeVのエネルギー帯では空気シャワーから到来するチェレンコフ光子数が少なく、星の光等の夜光雑
音光子との判別が難しい。我々が開発した読み出し回路には低消費電力のアナログメモリASIC「DRS4」チップ
を搭載している。これにより光検出器からの信号波形を 2GHzで高速サンプリングが可能になり、シャワーから
の光子と夜光光子を分離できる。去年 12月に LST初号機搭載モデルの回路基板が完成した。この基板は対ノイ
ズ性能、帯域改善のため前版から幾つかの修正が施されている。本講演ではこの回路基板の性能、特に修正箇所
の性能試験、及び実際の測定結果をプログラムに組み込んだ望遠鏡シミュレーションの結果について報告する。


